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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、顆粒球の産生、分化、および機能を制御するサイトカインであるコロニー刺激因子3の受容体です。コードされるタンパク質はサイトカイン受容体ファミリーに属し、細胞表面への接着や認識過程にも関与している可能性があります。選択的スプライシングによる転写バリアントが報告されています。この遺伝子の変異は、コストマン症候群（重症先天性好中球減少症とも呼ばれる）の原因となります。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD114 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

